
 1 

 

 

 

 

平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名 大牟田市立天領小学校                         

  種 別 □保育園・幼稚園  ■小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒８３６－００５４  

      福岡県大牟田市天領町１丁目１４５番地１                               

  E-mail  tenryo-es@st.city.omuta.fukuoka.jp                        

  Website http://www.e-net21.city.omuta.fukuoka.jp/tenryo-es/index.html                        

  児童生徒数  男子 １７５名   女子 ２０９名  合計３８４名 

        児童・生徒の年齢 ７歳～１２歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ■ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

□ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

■ そのほか（ 福祉 ） 
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 ３．活動内容  

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

（実施内容）  
本年度は「運動やスポーツに関心を持ち、進んで運動の魅力に触れる子どもを育てる体育

教育」を研究主題に、「オリ・パラ・ムーブメント推進と課題解決的な学習を通して」を副主

題とし、オリ・パラの持つ教育的価値を体育科学習指導だけでなく学校教育全体で取り組む実

践を行った。 

 本年度の３つの取組 

１ オリ・パラの歴史や精神について学ぶ取組 

２ 競技者とのふれあいを通してその精神を学ぶ取組 

３ 教科学習指導におけるオリ・パラを生かした教材の工夫 

 

１ オリ・パラの歴史や精神について学ぶ取組 

① 校朝会及びオリ・パラコーナーにおける動機づけ 

 オリ・パラについて、より関心を高めるために、毎月の全校朝会の学校長の講話におい

て、オリ・パラに関する話題やクイズを取り入れている。また、競技や出場選手等を紹介

する掲示コーナーを児童がよく利用する廊下に設置している。 

② 合的な学習の時間の取組（福祉） 

・第５学年 

「パラリンピック博士になろう」 

 障がいがあってもスポーツを楽しみ、高い目標をもって頑張

っている人々とその人々を支える人がいることに気づき、自分

の生活に生かすことができるように、パラリンピックの精神や

理念について学ぶ学習を行った。 

・第６学年 

「オリンピックの魅力をさぐろう」 

 日本や外国のオリンピック選手の中から、特に自分が興味を

もった選手の活躍や生き方について詳しく調べ、さらにメダリ

ストとの交流やミニオリンピックの体験を通して、スポーツの

意義や価値に目を向けたり、フェアプレーの精神や楽しさを味

わわせたりした。そして、友達や保護者へ伝えたい内容をまと

めた。さらに、授業参観の時にポスターセッション形式で学習

内容を発信した。 

③道徳の時間の取組 

・第３学年 

「個性の伸長」 

 オリンピック金メダリストの内村航平選手を題材として取り

上げ、自己のよさを磨いていくことの大切さについて考え、個

性の伸長について学ぶ学習を行った。 

・第４学年 

「希望と勇気、努力と強い意志」 

 オリンピック金メダリストの高橋尚子さんを題材として取り

上げ、成長し続ける自分でありたいという気持ちを持ち続ける

ことの大切さについて考え、苦しみの向こうに輝かしい自己実

現があるということにについて学ぶ学習を行った。 

 

２ 競技者とのふれあいを通してその精神を学ぶ取組 

① 世界陸上出場選手との交流 

 五月に行われる３校対抗のリレー大会前に、世界陸上の四百メートルリレーに出場した

小野原英樹先生（現高等学校教諭）を招聘し、リレーに関する体験談（講話）と実技指導

を行い、トップ選手の心構えやリレー技術のすばらしさを学ぶ学習を行った。講話の中で、
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オリンピック選考レースの映像を紹介して頂き、子ども達は世

界で競技されるレベルの高さを感じることができた。 

 

② ソフトボールの金メダリストとの交流 

 十月に行われる３校対抗のバスケットボール大会前に、北京

オリンピックのソフトボール競技金メダリストの藤本索子先生

（現高等学校教諭）と高校生ソフトボールチームを招聘し、藤

本選手の現役当時の思いやチームワークの大切さについての講話

と、高校生チームとの交流試合（六年生）を通して、チームスポー

ツの意義や価値、現役選手（高校生）のプレーのすばらしさを学ぶ

学習を行った。当日、金メダルを持参され、児童一人一人に手に持

たせられた。本物の金メダルに大きな感動を味わわせて頂いた。 

 

３ 教科学習指導におけるオリ・パラを生かした教材化の工夫の取組 

① 体育科での教材化の工夫 

・第１学年 

「ころりんオリンピック」（マットを使った運動遊び） 

五輪の５色（５種）の技（マットを使った運動遊び） 

楽しみながら、友達のよい動きに気付き、技 

（マットを使った運動遊び）の動きをパワーアップ                     

していくものでした。子どもたちは、ペアで活動し 

ながら、ハイタッチして認め合ったり、ときにはア 

ドバイスし合ったりしていた。３クラスの継続した 

研究に取り組む中で、前時の課題を生かしながら、 

意欲面も活動量も伸びていった。 
 

・第２学年 

「オリンピックの森で遊ぼう」（跳び箱を使った運動遊び） 

器械遊びへの興味関心を高めるとともに、マットに転がった

り、跳び箱を跳び越したりする動きをイメージさせるために、

オリンピックの映像や上級生の動きを見せ、学習をスタートす

ることとした。 

新しい遊び方への挑戦意欲を高めるために、できるようにな

った遊び方毎にシールを貼って金メダルや五輪の輪を作った。 

 

・第３学年 

「跳び箱オリンピック」（跳び箱運動） 

道徳で学習した内村航平選手が目指した「世界一うつくしい

体操」を意識して、活動１では、できる跳び方、越し方でオリ

ンピックコースに挑戦し、活動２では、もう少しでできそうな 

跳び方にチャレンジし、跳び箱金メダリストを目指す学習を行った。 

 
② 生活科での教材化の工夫  （福祉） 

・第２学年 

「発見！みんなが楽しくくらす町」（ゴールボール体験） 

公共施設を利用したときに気づいた「町のひみつ」点字ブロ

ックから公共施設を利用する体が不自由な人について考え、パ

ラリンピックの競技種目である「ゴールボール」の体験を通し

て、「みんな」という言葉が表す人の見方を広げ、いろいろな

人がいることを知り、助け合って生きることの大切さを実感さ

せる学習を行った。 

 生活科の「町のひみつ」の学習の中で、パラ種目の体験を行ったことで、体の不自由な
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方は、つらく、苦しい気持ちで生きている人ばかりではなく、自分たちと同じように笑顔 

 

でスポーツを楽しむ人たちがたくさんいることに気づく姿が見られた。 

（実践上の工夫点、留意点等） 
本校は、体育科学習指導だけなく、学校教育活動全体において「オリ・パラについての学び」

や「オリ・パラを通した学び」を推進することを目指した。 

（成果） 
・オリンピックの教材化 

運動への意欲をより高めるために、跳び箱を使った色々な場における遊びをできるよう

になることで、金シールをもらえる

ルールとして、みんなの集めた金シ

ールを合わせて、大きな金メダルを

作り上げることを目標とした。 

その結果、繰り返し取り組む意欲

が高まった。また、高位児だけでな

く、中位児や低位児も「できる遊び

の場」が増えた。（第２学年「オリ

ンピックの森で遊ぼう」跳び箱を使った運動遊びの実践において） 

 

・児童アンケート結果（全校児童） 

 １学期から２学期にかけての実践により、実践後（２学

期）の方が、運動を好きと答えた児童が４％増加した。 

また、夏期休業中の８月に行われたリオ・オリンピック

のテレビ等は、放送時間が小学生にとっては厳しかったも

のの、実践実施前に「見たい」と考えていた児童よりも１

１％も多い児童が「見た」と答えている。 

 

・教師の手応え 

前述した第六学年の総合的な学習の時間では、体育や道

徳の学習とも関連させながら横断的・総合的な学習を展開

した、これによりそれぞれの学習が、より効果的にねらい

に迫る学習になったと実感された。 

世界陸上やオリンピックに出場された競技者との交流

やその後の手紙のやりとりでは、目標に向かって努力する

ことの大切さを学ぶことができた。 

 

 

 

（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

■ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

□ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 
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